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令和４年度 北九州空港における国際チャーター便の運航について（報告） 

 新型コロナウイルスの世界的な流行に伴い、北九州空港の国際線については、令和２年

３月１１日以降全便運休となっていたが、昨年１０月の地方空港における水際対策緩和を

受け、就航に向けて航空会社との協議を進める一方、空港での受け入れ準備について、検

疫所など関係機関と協議を行ってきた。 

その結果、令和４年度、下記のチャーター便の就航が実現した。 

１ 北九州－台北線 ※台湾出発のみを対象としたインバウンドチャーター

（１）就航会社 

株式会社スターフライヤー 

（コロナ禍前に定期便を１日１便運航していた実績有〈H30.10.28～R2.3.10〉） 

（２）就航時期 

令和５年１月１５日～令和５年２月１３日 

（３）就航便数 

６往復 

（４）タイムスケジュール

北九州着 ５：５０（1/15 1/20 1/25 1/30 2/4 2/9）  ※台湾発２：３０ 

  北九州発２３：３０（1/19 1/24 1/29 2/3 2/8 2/13）  ※台湾着１：００ 

（５）乗客総数 

   計８８４名（座席数計９００席） 

２ 北九州－ソウル（仁川）線 ※ソウル（仁川）出発のみを対象としたインバウンドチャーター

（１）就航会社 

 株式会社ジンエアー 

（コロナ禍前に定期便を最大１日２便（運休直前は週３便）運航していた実績有 

〈H28.12.13～R2.3.6〉） 

（２）就航時期 

令和５年２月２４日、２月２７日 

（３）就航便数 

１往復 

（４）タイムスケジュール

北九州着１１：３５（2/24）  ※ソウル（仁川）発１０：０５ 

  北九州発１２：５５（2/27）  ※ソウル（仁川）着１４：３０ 

（５）乗客総数 

   １８３名（座席数１８９席） 
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３ 歓迎イベントの開催 

北九州－台北線の初便到着時（１月１５日）及び北九州－ソウル（仁川）線の到着時（２月２４

日）には、空港到着ロビーにて歓迎イベントを実施し、自治体職員や空港関係者がお客様を

お出迎えした。 

【台北線初便到着時の様子】             【ソウル（仁川）線到着時の様子】 

４ 今後の国際線の見通しについて 

 現在、韓国等の定期便について、今年上半期中（～６月３０日）の就航を目指し、準備

を進めているところである。 
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ユーピーエス・ジャパンの国際貨物定期便の就航について（報告） 

ユーピーエス・ジャパン株式会社が北九州空港へ国際貨物定期便を新規就航、初日の

令和５年２月２０日にセレモニー及び初荷式を行った。

１ 事業会社 

ユーピーエス・ジャパン株式会社 

UPS は世界最大級のインテグレーター※として国際小口貨物を取扱う輸送会社。 

米国を拠点に、アジア域内では中国・深 国際空港をハブ空港として世界各地

に路線を運航。 

豊富な国際ネットワークを活用し、九州地方のビジネスを最短 1日から 3日で 

世界 220 以上の国・地域と結ぶ。 

日本国内では成田国際空港と関西国際空港に就航中。 

※国際貨物輸送において、自社で貨物専用機を保有し集荷から配達まで、国際複合一貫輸送を行う
物流事業者を一般的に「インテグレーター」と呼ぶ。 

２ 運航概要 

（１）運航開始日 ２０２３年（令和５年）２月２０日（月） 

（２）運航頻度  毎週月曜日～金曜日（週５便） 

（３）運航ルート 深 国際空港 ⇔ 関西国際空港 ⇔ 北九州空港 

（10：35 着／20：10 発） 

（４）運航機材  ボーイング 767－300ERF 型機（最大貨物搭載重量：約 50 トン） 

※コンテナ積載量 29 台（メインデッキ 22 台・ロワーデッキ 9 台） 

３ 初便就航セレモニー・初荷式 

（１）開催概要 

令和５年２月 20 日（月）午後、報道関係者向けの歓迎放水を実施した後、旅客

ターミナルビル２階で初便就航セレモニーを開催、初荷を貨物機に搭載する初荷式

を貨物用スポットで執り行った。 

（２）当日の参列者 

ユーピーエス・ジャパン(株)代表取締役社長、福岡県副知事、北九州市西田副市

長、苅田町長、在福岡米国領事館首席領事、北九州空港長、門司税関長、北九州エ

アターミナル(株)代表取締役社長、ＵＰＳアジア太平洋地域・北アジア地区プレジ

デント他 
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滑走路3,000m化の早期実現等機能強化について（報告）
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